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要旨：群馬県におけるツキノワグマ（Ursus thibetanus）の食性については，2009年度から2017年度の検体
分析の結果，草本，昆虫，広葉樹，液果類，堅果類が継続的に確認されており，2018年度から2023年10月
下旬に捕獲された個体の分析からも同様の傾向が確認された．しかし，動物質の食物カテゴリーにおいて
は，2009年から2018年まで昆虫類においてはアリ，ハチの仲間が主体を占めていたが，2019年以降はハエ
の仲間が主体を占めるようになった．また，シカ等の哺乳類が構成比に占める割合が増加し，2023年の個
体では構成比の22.2%を占めた．

はじめに

群馬県におけるツキノワグマ（以下クマ）の食性につい

ては，2009年度から2017年度の検体分析の結果，草本，昆

虫，広葉樹，針葉樹，液果類，堅果類，野菜・穀物が継続

的に確認されている（姉崎，2019）．それらに加えて，2010

年以降はイネ（Oryza sativa），イワナ（Salvelinus leucomaenis），

2013年以降はシカ（Cervus nippon），2015年以降は小動物，

2017年以降はキャベツ（Brassica oleraea var.capitata）が検

出され，全体傾向として検出される種類が増加傾向にある

ことを報告した（姉崎，2019）．2019年，2020年には複数

個体の胃内容物からまとまった量の獣毛が検出され，同定

の結果，カモシカ（Capricornis crispus），シカ，クマであ

ることを報告した（姉崎，2021）．群馬県内においてクマ

の食餌品目として大型哺乳類が定着してきたことが推察さ

れたことから，本稿では，2018年度から2023年10月末に捕

獲されたクマの胃内容物の食性分析を行い，各食物カテゴ

リーの割合を算出し報告することを目的とする．

資料

分析に用いた試料は，2018年から2023年10月末までに捕

獲されたクマのうち，胃内容物が検出された402体である

（表1）．

 

方法

クマの胃内容物は1 mmメッシュのふるいで流水洗浄し

た後，ポイントフレーム法（e.g. Sato et al., 2005）を用い

て，各食物カテゴリーの割合を算出した．出現したカテゴ

リーについては可能なかぎり種同定を行った．なお，捕獲

状況と検体回収状況は年度によって異なり，地域別，年度

別の検討を行うにはデータ数が乏しいため，本稿では胃内

容の分析が可能だった検体を一括して取り扱うこととし，

捕獲地域による違いや個体差などの検討は行わないことと

した．
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結果

分析の結果，2018年以降のクマ胃内容物においても，草

本，昆虫，広葉樹，液果類，堅果類，野菜・穀物は継続的

に検出された（図1，表1）．野菜・穀物，草本，広葉樹が

多く，ついで液果類，堅果類が多い傾向が認められる．野

菜ではキャベツ（Brassica oleracea var.capitata），トウモロコシ

（Zea mays subsp. mays），果樹はプラム（Prunus salicina）の仲間，

カキノキ（Diospyros kaki），リンゴ（Malus domestica）が

確認された．動物質の食物カテゴリーに着目すると，哺乳

類は2010年から2020年までは食物カテゴリーの0.1 %から

8.8 %を占めていたが，2021年は10.2 %，2023年は22.2 %と，

10 %を超える年があることが確認された（図2）．2023年

の哺乳類の検出部位は，胃などの消化管，骨，獣毛および

肉であった．哺乳類の構成比について，2022年と比較した

ところ有意差は認められなかった（U=0.431, P=0.667）．

昆虫類に着目すると，昆虫類の構成比に占める割合は2009

年から2014年にかけて減少し，その後は10 %以下を推移

していた．昆虫類の内訳をみると，2009年から2018年はム

ネアカオオアリ（Camponotus obscuripes）等のアリの仲間，

ハチの仲間の成虫，幼虫，卵等で構成されていたが，2019

年にハエの成虫と幼虫が確認されるようになり，昆虫類の

52.8%を占めていた．ハエの幼虫の昆虫類に占める割合は，

2021年は67.2 %，2023年は83.1 %であった．魚類は0.5 %か

ら3.7 %を占め，全体の割合においては少ない傾向が認め

られた（図2）．

胃内容分析に供した試料は，捕獲個体に由来する．この

ため分析が可能であるのは捕殺直前に摂食していた内容物

かつ消化しなかったものになる．2021年以降食物カテゴ

リーにおける割合が増加傾向にある動物質に着目すると，

2010年に安中市と甘楽町の検体から哺乳類が検出され，

2013年にみどり市の検体からシカが検出されるようになっ

た．その数年前から一部の市町村においてはくくりワナに

かかったシカをクマが捕食していることが県鳥獣保護適正

管理員のパトロール日誌でも報告されていた（姉崎，

2019）．本稿で取り扱った検体は，主に群馬県の西部，北

西部，東部の複数の市町村由来であり，それぞれの地域の

捕獲個体から大型哺乳類が検出されたことから，群馬県下

において大型哺乳類がクマの食餌メニューとして定着した

と推測される．2019年，2021年，2023年の検体の中で，胃

重量0.5 kg～ 2.8 kg，内容としてシカの毛，一部皮と多量

のハエの幼虫の組み合わせがみどり市，下仁田町，安中

市，渋川市，長野原町の複数個体において確認されたこと

は，これらもクマの食餌メニューとして定着してきたこと

が伺える．クマは，日本列島において大型草食動物の最

大の捕食者であり，腐肉食をすることも知られている

（Inagaki et al, 2020；2022；2023）．シカ，イノシシ捕獲強

化にともなうワナ設置・捕獲増加により，今後クマによる

捕獲個体の摂食がさらに増えることが懸念される．

まとめ

クマの胃内容物の食性分析を行った結果，2009年から

2023年にかけて，草本，ササ／タケの仲間，広葉樹，昆虫
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表１ 

 

個体数
ササ
タケ

草本 広葉樹 針葉樹 木片 液果類 堅果類 昆虫 魚類 哺乳類 果樹
野菜
穀物

イネ その他

2023 63 0.000 0.193 0.172 0.000 0.012 0.098 0.061 0.049 0.000 0.222 0.000 0.193 0.000 0.000
2022 41 0.000 0.137 0.291 0.000 0.000 0.165 0.142 0.026 0.000 0.002 0.000 0.230 0.000 0.007
2021 68 0.000 0.119 0.208 0.011 0.011 0.073 0.118 0.064 0.000 0.102 0.051 0.244 0.000 0.000
2020 84 0.003 0.107 0.148 0.008 0.039 0.104 0.086 0.022 0.005 0.088 0.033 0.340 0.017 0.000
2019 82 0.002 0.358 0.086 0.000 0.066 0.096 0.072 0.089 0.007 0.041 0.000 0.172 0.012 0.000
2018 64 0.055 0.089 0.096 0.043 0.004 0.140 0.282 0.027 0.000 0.034 0.062 0.169 0.000 0.000
2017 76 0.000 0.237 0.085 0.008 0.000 0.162 0.105 0.051 0.037 0.028 0.077 0.210 0.000 0.000
2016 164 0.055 0.132 0.189 0.004 0.014 0.195 0.117 0.020 0.000 0.009 0.114 0.135 0.001 0.013
2015 40 0.001 0.297 0.093 0.004 0.016 0.045 0.021 0.070 0.000 0.037 0.004 0.342 0.071 0.000
2014 115 0.000 0.226 0.052 0.008 0.003 0.081 0.145 0.032 0.017 0.012 0.076 0.335 0.014 0.000
2013 37 0.000 0.097 0.054 0.001 0.002 0.100 0.021 0.217 0.000 0.050 0.033 0.400 0.025 0.000
2012 105 0.019 0.165 0.082 0.013 0.009 0.041 0.010 0.089 0.012 0.000 0.108 0.383 0.069 0.000
2011 14 0.000 0.489 0.087 0.013 0.000 0.039 0.001 0.128 0.001 0.000 0.000 0.237 0.006 0.000
2010 83 0.002 0.176 0.062 0.001 0.000 0.040 0.010 0.254 0.000 0.001 0.272 0.181 0.001 0.000
2009 9 0.005 0.181 0.000 0.000 0.000 0.208 0.000 0.388 0.000 0.000 0.071 0.147 0.000 0.000

表1．群馬県ツキノワグマの胃内容物を用いた食性分析結果

　　   2009年度から2017年度のデータ（姉崎, 2019）に2018年度から2023年10月末を追記
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類，液果類，野菜・穀物は継続的に確認されていた．この

うち昆虫類については，2009年から2018年まではアリおよ

びハチの仲間が主体を占めていたが，2019年以降はハエの

仲間が主体を占めるようになった．また，動物質の食物カ

テゴリーの中で哺乳類が占める割合が増加傾向にあり，

2013年は構成比の22.2 %を占めていた．
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図1　群馬県ツキノワグマの胃内容物を用いた食性分析結果　2009年度から2017年度のデータ（姉崎, 2019）に2018年度から2022年度を追記
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図2　クマ胃内容物における哺乳類が占める割合の推移
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